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●ポジティブ・アクション（積極的改善措置）
継続的に不平等な待遇を受けてきた人たちを優先的に取り扱うよう義務づけることによって、「機会の平等」より一
歩進んだ「実質的平等」を獲得することをねらいとした措置をいう。労働や政治の分野での取り組みが強く求められ
ており、不平等な立場におかれている人に対して優先枠を設ける「クオータ制」の採用や、目標や達成年次を定める
ことなど具体的な実行計画の設定がこれに含まれる。わが国では、改正男女雇用機会均等法や男女共同参画社会基本
法でこれについて触れている。また、男女共同参画基本計画でも「制度上の男女均等が確保されるだけでなく、事実
上生じている男女労働者間の格差を解消するための企業のポジティブ・アクションが不可欠である」という認識が示
されている。

基本目標Ⅰ
男女平等参画で進める活力ある社会づくり

世界経済フォーラムが毎年発表している「ジェンダー・ギャップ指数（GGI）」では、わが国の順位は、
測定可能な134か国中94位（2010 （平成22）年）と極めて低い状況です。これは、わが国において、女性が
政治や経済活動などの意思決定に参画する機会が不十分であることを示しています。
こうした状況を踏まえ、国においては、政策・方針決定過程への女性の参画の拡大は、わが国の社会にとっ
て喫緊の課題であると捉え、「社会のあらゆる分野において、2020（平成32）年までに、指導的地位に女性
が占める割合が、少なくとも30％程度になるよう期待する」という目標を設定し、そのための方策として、
さまざまな実効性のある積極的格差是正措置（ポジティブ・アクション）の推進を掲げています。
泉南市においても、審議会等の委員における女性の割合は2011（平成23）年 4 月で20.4％と、「せんなん

男女平等参画プラン」の目標数値である30％には達していません。これは、学術分野、専門職、地域の長な
どに女性がいないことや女性の参画しにくい審議会等の設置要綱のあり方が女性の参画を遅らせている要因
となっています。
人口減少や少子高齢化の進行のなか、経済、福祉、まちづくりなどさまざまな分野でこれまでの固定的な

性別役割分担意識を基本にしたしくみを見直し、男女があらゆる分野に参加・参画する新たなしくみづくり
が必要という観点に立って、性別にとらわれず、多様な人材が政策・方針決定過程の場に参画できるよう、
積極的格差是正措置（ポジティブ・アクション）を推進していくことが重要です。
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資料：内閣府男女共同参画局( 9 月末現在）、大阪府男女参画・府民協働課（府は 4月 1日現在、市町村は
　　　平成13年は 6月 1日現在、平成14年からは 4月 1日現在）、泉南市人権推進課調べ（ 4月 1日現在） 

泉南市（審議会）

図Ⅰ - 1 　審議会等付属機関の委員における女性委員の比率の推移（国、大阪府、市町村、泉南市）
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図Ⅰ - 2 　公務員管理監督職における女性職員の比率の推移（国、大阪府、泉南市）
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資料：内閣府男女共同参画局（平成19年度は総務省・人事院「女性国家公務員の採用・登用の拡大
　　　状況等のフォローアップの実施結果について」より）、大阪府人事課、泉南市人事課調べ 
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図Ⅰ - 3 　役職別管理職に占める女性割合の推移
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資料：内閣府「平成23年版男女共同参画白書」  

■計画推進の指標
指　標　名 現状値 目標値（H28）

男女ともに住みやすい・住み続けたいまち
だと思う市民の割合

住みやすい　　60.8％
住み続けたい　61.9％

（H22年　第 5 次泉南市総合計画策定に
かかる市民意識調査）

65％以上

「社会通念・慣習」で「男女が平等になっ
ている」と感じている人の割合

22.2％
（H22年　第 5 次泉南市総合計画策定に
かかる市民意識調査）

40％以上

市における審議会等の女性委員の割合 20.4％（H23.4.1） 40％以上60％以下（※1）

市における女性の管理職の割合（※2） 2.3％（H23.4.1） 12％以上

せんなん男女共同参画ルーム（ステップ）
の登録グループ数 10グループ（H23） 13グループ

せんなん男女共同参画ルーム（ステップ）
「女性のための電話相談」相談件数 24件（見込み）（H23） 70件

※1　男女いずれか一方の委員が4割未満とならない状態をめざします。
※2　一般行政職を対象
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主要施策 1　政策・方針決定過程への女性の参画促進

将来にわたり、すべての市民が安心して心豊かに暮らすことのできる社会を築くために
は、多様な人材による多様な発想を取り入れていくことが重要です。
市政や企業、地域における政策・方針決定過程に女性が積極的に参画できるよう、女性
自身の意欲向上を図るとともに、女性人材の発掘を推進します。
また、審議会等委員の女性登用をさらに進めるための要綱の改定、公募の活用等、さま
ざまな積極的格差是正措置（ポジティブ・アクション）を実施するなど、女性が委員に選
任されやすい条件整備を行います。
2010（平成22）年の労働力人口に占める女性の割合は42.0％で、もはや日本経済は男性

だけの力では立ち行かない状況にあります。しかし、政策決定過程への参画状況をみると、
民間企業における管理職に占める女性割合は、係長で10％を超えるものの課長、部長はそ
れぞれ7.0％、4.2％と極めて低い水準にとどまっています。
市内の事業所などにおいて女性の正社員の採用や管理職への登用を促進するための施策
を進めます。
また、自治会をはじめとする地域団体等では、その活動の多くを女性が担っているにも
かかわらず、会長等の役職は男性で占められていることが多く、男女の役割が偏っています。
地域団体や市民活動団体に対して、政策方針決定過程に女性が平等に参画することの意
義について働きかけます。
市役所においては、「泉南市人材育成基本方針」にそって、女性も男性も能力と個性を
発揮しながら、同様の職務を担えるよう切磋琢磨し合い、地域にあった行政運営を効果的
かつ効率的に実施できる人材を育成していきます。

施策の方向 主な事業 事業内容 担当課

①
行政委員・審議会
委員などへの男女
平等参画の促進

「泉南市審議
会等への女性
委員の登用推
進要綱」の策
定

「泉南市審議会等への女性委員の登
用推進要綱」を策定し、審議会等に
おける女性の参画率40％を達成する
よう努めます

人権推進課

委員公募制の
活用の促進

市政への市民の参画を可能にするた
め、市民委員の公募を推進します

人権推進課
全部局

女性リーダー
リストの作成

地域活動や市民活動、企業など、さ
まざまな分野で男女平等の視点を
もって活躍しているリーダーのリス
トを作成するとともに、女性リー
ダーがつながるためのネットワーク
支援やリストの活用を推進します

人権推進課

②

事業者や地域の各
種団体などにおけ
る方針決定過程へ
の女性の参画拡大

事業所に対し
て女性の積極
的登用につい
ての啓発

事業所に対して女性の積極的登用に
ついての啓発を充実します

産業振興課
人権推進課

各種団体に対
して女性の役
職者登用の啓
発

地域団体や市民活動団体などに対し
て積極的格差是正措置（ポジティ
ブ・アクション）についての啓発や
情報提供をするとともに、女性が方
針決定過程へ参画することの意義に
ついての啓発、研修を充実します

人権推進課
政策推進課
産業振興課
生涯学習課
全部局
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●ロールモデル（Roll Model）
将来像を描いたり、自分のキャリア形成を考える際に参考にする役割モデルのこと。「女性のチャレンジ支援策につ
いて」（2003（平成15）年 4月男女共同参画会議意見）では、一人ひとりが具体的に自分にあったチャレンジをイメー
ジし選択できるよう、身近なモデル事例を提示する重要性が指摘されている。

施策の方向 主な事業 事業内容 担当課

③

市政や教育に関わ
る政策・方針決定
過程への女性の参
画拡大

女性職員の職
域拡大

女性職員・教職員の管理職への職域
拡大を推進します

人事課
学務課

管理職・監督
職への女性の
登用拡大

女性職員・教職員の管理職への登用
拡大を推進します

人事課
学務課

女性の職務能
力の向上のた
めの研修の充
実

女性の職員・教職員の能力向上のた
めの研修を充実します 人事課

女性職員の
ネットワーク
支援

女性職員のロールモデルの提示やメ
ンター制度の導入等を検討します 人事課

防災分野にお
ける政策・方
針決定過程へ
の女性の参画
の拡大

「泉南市地域防災計画」及び同計画
に基づくマニュアルに女性や高齢者、
外国人などの視点を反映させるよう
働きかけます

政策推進課
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●エンパワメント（Empowerment）
力をつけること。女性が政治・経済・社会・家庭などの社会のあらゆる分野で、自分で意思決定し、行動できる能
力を身に付けることが、男女共同参画社会の実現に重要であるという考え方。

主要施策 2　女性に魅力あるまちづくり

「女性に魅力あるまち」とは、だれにとっても住みやすいまちです。
泉南市では、せんなん男女共同参画ルーム「ステップ」において、学習機会を提供する
とともに、協働での講座等の開催を通して女性自身が参画するための力をつけていく支援
を図ってきました。その結果、自主グループが多数誕生し、2010（平成22）年度の登録グ
ループは10グループであり、年々増加しています。また、登録グループ同士の相互理解と
連携を図るため「ステップネット」を組織し、交流、情報交換を図っているところです。
こうした女性たちが、連携しながら、今後さらに地域参画力を磨き、政策の立案や決定、
地域の課題解決に主体的に関わることで、性別にかかわりなくすべての人が住みやすい社
会を構築できるよう、女性のエンパワメント支援を総合的に進めます。

施策の方向 主な事業 事業内容 担当課

① 女性のエンパワメ
ント支援

女性グループ
の育成支援

グループ、団体等の求めに応じて、
女性の力が活かされるよう助言を行
い、活動を支援します。
ステップの事業などを協働で行うこ
とにより、女性の企画力向上を図り
ます。また、女性のチャレンジを支
援するための多方面にわたる情報の
収集と提供をします

人権推進課

女性リーダー
育成のための
支援

さまざまな分野で男女平等の視点を
もった女性リーダーが活躍できるよ
う、女性リーダーを育成するととも
に、女性リーダーがつながるための
ネットワーク支援を推進します

人権推進課
政策推進課
産業振興課
生涯学習課
文化振興課
青少年センター
人権ふれあいセンター

女性の能力発
揮促進のため
の支援

女性の新しい発想や多様な能力の活
用の観点から、女性のさまざまな
チャレンジを推進します

人権推進課
政策推進課

情報教育の推
進及び IT 活
用能力向上の
機会の提供

女性が社会の中で多様な選択ができ、
さまざな分野に参画できるよう、パ
ソコンスキルの習得のための講習を
実施します

人権推進課
文化振興課
生涯学習課
青少年センター

② 女性のネットワー
ク支援

農業・漁業に
従事する女性
グ ルー プ の
ネットワーク
支援

グリーン・ツーリズム、消費者との
交流など、教育、観光などの場とし
て活用する、都市農村交流や、「 6
次産業化」を推進する女性の起業活
動等の支援をします

産業振興課

利用しやすい
男女平等参画
推進拠点づく
り

せんなん男女共同参画ルーム「ス
テップ」を「ステップネット」を中
心とした市民が主体的に運営し、交
流、情報収集・交換、企画などがで
きるように支援します

人権推進課
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主要施策 3　男女が協働で行う地域活動の促進

「地域」は、人々にとって身近な暮らしの場であり、そこでの男女平等参画の推進は、
男女平等参画社会の実現にとって重要です。本市においては、「市民参加推進指針」に基
づき、多様な市民、市民活動団体との協働を進めているところですが、男女平等参画とい
う視点での取組は十分に行われてきたとはいえません。
地域で活動する団体等に男女双方の視点や意見が反映されるよう、女性の政策・方針決
定過程への参画の意義を浸透させます。
また、「第 5 次泉南市総合計画策定にかかる市民意識調査結果報告書」（2010（平成22）
年）によると、一般市民においては、「協働」には「参加したいが、時間的に余裕がない」「参
加したいがどうすればよいかわからない」の割合が高く、協働に参加する意向はあるもの
の活動に参加する時間が生み出せない、情報が不足しているなどの課題が見つかっています。
多様な市民が地域活動や市民活動に主体的に参加・参画できるよう、きめ細かな情報提
供をして、「地域力」を高める支援をします。
2011（平成23）年 3月11日、わが国は東日本大震災という未曾有の災害に見舞われました。

2011（平成23）年 4月時点での「男女別・年齢階層別死者数（岩手県・宮城県・福島県）」
をみると、男性5,971名に対して女性は7,036名で、女性、特に高齢の女性が圧倒的に多くなっ
ています。これは、阪神・淡路大震災の時も同様の傾向でした。
また、復興再建時においては、女性のニーズの反映や雇用対策、安全の確保、相談窓口
の設置など、男女双方の視点に配慮した対応が求められています。
災害時、復興再建時における女性をめぐる問題を解決するため、男女平等参画の視点を
取り入れた防災体制を確立します。

施策の方向 主な事業 事業内容 担当課

①
地域活動における
男女平等参画推進
の基盤づくり

自治会の男女
平等参画の促
進

男女平等参画の視点を踏まえた地域
ネットワークの構築を図り、地域コ
ミュニティの再生を図ります

政策推進課
人権推進課

②

地域活動が行われ
ている場を活用し
た男女平等参画の
推進

自治会活動を
通しての地域
への男女平等
参画の浸透

自治会役員を男女平等推進員として
男女平等参画の気運を醸成します

人権推進課
政策推進課

男女平等参画
による地域の
文化活動の促
進

文化の伝承など地域の文化活動に、
男女ともに多様な年齢層の参加促進
を図ります

生涯学習課
文化振興課
人権ふれあいセンター

ボランティア
活動への男女
平等参画の促
進

まちづくりや子どもや高齢者の見守
り活動などの地域の課題解決のため
の地域活動に多様な年齢層の男女が
ともに参画することを促進します

人権推進課
産業振興課
高齢障害介護課

③
防災・災害復興対
策における男女平
等参画の推進

防災・災害復
興の取組への
男女平等参画

「泉南市地域防災計画」及び同計画
に基づくマニュアルに女性や高齢者、
外国人などの視点を反映させるよう
働きかけます

政策推進課




